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一
、
仁
徳
天
皇
陵
と
そ
の
時
代

巨
大
古
墳
時
代
と
仁
徳
天
皇
陵

三
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
日
本
各
地
に
造
営

さ
れ
た
古
墳
の
数
は
二
十
万
基
以
上
に
の
ぼ
る
。
古
墳
の
形
態
と

規
模
は
、
時
代
と
と
も
に
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
た
が
、
応
神
、
仁

徳
天
皇
、
が
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
四
l

五
世
紀
に
か
け
て
造
営
さ
れ

た
前
方
後
円
墳
を
も
っ
て
、
そ
の
項
点
を
迎
え
た
。

古
墳
の
歴
史
か
ら
み
て
も
、
こ
の
時
代
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ

と
が
多
い
。
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
は
奈
良
盆
地
が
中
心
で
あ
っ
た
古

墳
が
、
大
阪
平
野
に
お
い
て
造
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
従
来
の
王
権
の
大
阪
平
野
へ
の
進
出、
あ
る
い
は
新

し
い
河
内
政
権
の
成
立
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
初
期
の
古
墳
は
、
丘
陵
な
ど
の
自
然
地
形
を
利
用
し
て

造
営
き
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
平
地
に
人
工
的

な
盛
土
を
施
し
、
し
か
も
規
模
の
大
き
な
墳
墓
が
建
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
土
木
技
術
の
発
達
と
技
術
者
集
団
の
充

実
を
物
語
っ
て
お
り
、
同
時
に
こ
の
時
代
が
、
一
濯
瓶
用
水
路
や
河

川
改
修
な
ど
の
建
設
も
ふ
く
め
た「
大
土
木
時
代」
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
古
墳
の
副
葬
品
に
、
従
来
に
な
い
馬
具
や
鳥
形
描
嬬

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
巨
大
古
墳
を
築

い
た
王
権
と
、
大
陸
の
騎
馬
民
族t
の
密
接
な
関
係
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

仁
徳
天
皇
陵
が
築
か
れ
た
時
代
は
、
四
百
年
を
超
え
る
古
墳
時

代
の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
に
政
治
、
文
化
の
み
な
ら
ず
、
土
木
工

学
的
に
も
き
わ
め
て
興
味
深
い
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ス
ケ
ー
ル
に
つ
い
て

巨
大
古
墳
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
は
、
現
在
、

大
阪
府
堺
市
の
東
部
に
三
重
の
濠
に
岡
ま
れ
た
持
活
許
姿
を
見
せ

て
い
る
。
巨
大
墳
墓
と
し
て
名
高
い
エ
ジ
プ
ト
の
ク
フ
王
の
ピ
ラ

ミ
ッ
、
ド
や
、
秦
の
始
皇
帝
陵
t

比
較
す
る
と
、
平
面
の
大
き
き
で

は
仁
徳
天
皇
陵
が
世
界
一
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
正

常
識
的
に
み
て
、
こ
こ
で
は
濠
の
深
さ
を
五
幻
と
仮
定
し
た
。
す

る
と
内
法
と
外
濠
の
掘
削
土
量
の
合
計
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
必

要
量
の
約
半
分
と
な
る
。
残
る
不
足
分
の
土
を
、

か
ら
取
っ
た
のJで
あ
ろ
う
か
。

い
っ
た
い
ど

当
時
の
運
搬
手
段
は
人
力
が
主
体
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
土
取

り
場
は
や
は
り
陵
の
近
く
で
選
定
さ
れ
た
は
ず
だ
。そこ
で
こ
の

付
近
の
地
図
を
詳
細
に
み
て
い
く
と
、陵
の
西
側
に
お
い
て
一
O

灯
の
等
高
線
が
不
自
然
に
窪
ん
だ
部
分
が
発
見
さ
れ
た
。付近
に

は
河
川
は
な
く
、
浸
食
なE
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
の
面
積
は
四O
i
五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
’ほ
ど
あ
り
、
ゆ
る
や
か
な

傾
斜
を
も
っ
洪
積
段
丘
な
の
で
、
掘
削
、
運
搬
の
労
が
少
な
く
て

す
む
。
土
質
は
陵
の
地
盤
と
同
じ
砂
礎
、
及
び
洪
積
粘
性
上
で
あ

り
高
盛
上
の
造
成
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
足
分
の
土
量
を
充

足
す
る
に
も
十
分
な
規
模
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
陵
の
中
心
部
か
ら

二
O
O
M
と
い
う
近
い
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
最
適
地
は
他

に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
に
は
こ
の
部
分
の
等
高

線
が
な
だ
ら
か
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
こ
の
地
を
客
土
の
土
取
り

場
と
想
定
し
た
。

葺
石
採
取
場
所
の
設
定

仁
徳
天
皇
陵
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
古
墳
は
、
現
在

、
緑
濃

い
樹
木
に
覆
わ
れ
た
姿
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
建
設
さ
れ
た
当

時
は
、
そ
の
表
面
の
大
半
を
葺
石
で
覆
わ
れ
た
人
工
的
な
建
造
物

で
あ
っ
た
（
復
元
さ
れ
た
神
戸
市
の
五
色
塚
古
墳
な
ど
に
往
時
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
前
述
し
た
梅
原
末
治
博
士
の
報
告
に

よ
る
と
、
仁
徳
天
皇
陵
の
葺
石
は
や
や
大
型
の
川
石
を
利
用
し
て

い
た
と
さ
れ
、
岩
質
に
つ
い
て
も
後
円
丘
の
一
例
は
和
泉
砂
岩
、

ま
た
前
方
部
の
ひ
と
つ
は
花
筒
岩
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
石
の
産
地
を
水
源
と
す
る
河
川
、
つ
ま
り
大
津
川
、
石

津
川
、
石
川
を
葺
石
の
採
取
場
所
と
仮
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
を
前
提
と
し
、
、
さ
ら
に
陵
か
ら
の
距
離
な
ど
の
検
討
を
加
え

た
結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
今
回
、
南
側
の
石
津
川
（
運
搬
距
離
五

・

八
J
与
を
、
も
っ
と
も
有
力
な
採
取
白
雪
附
と
想
定
し
た
。

仁
徳
天
皇
陵
の
立
地
条
件

確
な
ス
ケ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
計
測
の
仕
方
な
ど
に
よ
っ
て
諸
説

が
あ
る
。
今
回
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
梅
原
末
治
博
士
に
よ
る

『
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
天
皇
陵
の
規
模
と
営
造
』
（
宮
内
庁
書
段

部
紀
要
五
号
、
昭
和
三
十
年
発
行
）
を
参
考
と
し
た

。

こ
れ
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
に
保
管
さ
れ
て
い
た
実
測
図
を
基
に
計
測
が
行
わ

れ
た
も
の
で
、
仁
徳
天
皇
陵
の
墳
丘
（
内
濠
の
中
央
に
あ
る
墳
墓

本
体
）
は
、
前
後
の主
軸
の
長
さ
が
四
七
五
日
、
最
項
部
で
あ
る

後
円
丘
の
高
さ
約
三
O
日
と
い
う
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
京
都
大
学
の
高
橋
逸
夫
教
授
が
試
算
し
た
仁
徳
天
皇
陵

一、
四
O
五
、
八
六
六
立
方
日
に
も
及
ぶ。

の
墳
丘
の
総
容
量
は

一
四
O
万
立
方
灯
と
い
え
ば
、
現
在
の
十
ト
ン
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

（
容量
六
立
方
灯
）
に
し
て
二
十
五
万
台
分
に
相
当
す
る。

こ
の

規
模
の
土
構
造
物
は
、
現
代
で
は
中
規
模
の
ア1
ス
ダ
ム
程
度
で

あ
る
が
、
千
五
百
年
前
の
生
産
力
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
驚
異
的

な
巨
大
建
造
物
で
あ
る
と
い
え
る
。
仮
に
、
当
時
の
生
産
力
を
現

代
に
換
算
し
て
み
る1
ζ

、
こ
れ
は
、
現
在
計
画
中
の
関
西
新
空
港

の
埋
立
て
工
事
を
上
回
る
一
大
土
木
工
事
で
あ
ろ
う
。

二
、
土
木
工
学
か
ら
み
た
仁
徳
天
皇
陵

古
代
地
図
に
み
る
位
置

仁
徳
天
皇
陵
は
現
在
、
海
岸
線
か
ら
か
な
り
内
陸
に
入
っ
た
ゆ

る
や
か
な
傾
斜
を
も
っ
台
地
上
に
位
置
し
て
い
る

。

い
わ
ゆ
る
前

方
部
正
面
は
南
南
西
を
向
い
て
お
り
、
そ
の
方
向
の
意
味
に
つ
レ

て
は
さ
ま
、
ざ
ま
な
説
が
あ
る
が
、
か
つ
て
の
大
阪
湾
の
海
岸
線
と

平
行
す
る
形
で
設
計
さ
れ
た
も
のt
も
い
わ
れ
る
。
古
代
地
図
を

み
る
と
、
古
墳
時
代
の
海
岸
線
は
、
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
東側
（
内

陸
側
）
に
あ
っ
た
。
沖
積
層
に
残
る
遺
跡
や
貝
殻
か
ら地層
の
絶

対
年
代
を
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
海
岸
線
は
陵
の
中
心
か
ら

西
へ
約
一
、
六
O
O
灯
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
現
在
の

五
日
の
等
高
線
よ
り
少
し
海
側
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
つ

て
の
仁
徳
天
皇
陵
は
海
に
近
い
小
高
い
台
地
に
造
営
さ
れ
て
お
り
、

海
を
航
行
す
る
船
は
も
ち
ろ
ん
、
大
阪
湾
を
一
望
で
き
る
広
大
な

視
野
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
陵
の
立
地
を
土
木
工
学
的
視
点
か
ら
観
察
し

て
き
た
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る。

（
巨
大
古
墳
の
建
設
を
可
能
と
し
た
土
木
工
学
的
条
件
）

・
盛
土
高三
O
H州
、
盛
土
荷
重
一
平
方
日
当た
り
五
0
1

六
0
ト

ン
に
十
分
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
支
持
力
を
有
し
た
地
盤
で
あ

ヲ
。
。

・

安
定
し
た
高
盛
土
を
造
成
す
る
た
め
の
土
質
的
要
素
を
満
た
す

土
が
入
手
で
き
、
ま
た
濠
の
掘
削
法
面
の
安
定
が
保
て
る
地
盤

で
あ
る
。

・

膨
大
な
量
の
葺
石
が
採
取
で
き
る
河
川
が
近
く
に
あ
る
。

－
そ
し
て
さ

ら
に
、

立
地
場
所
が
自
然
傾
斜
台
地
に
あ
り
、
濠
掘

削
中
の
自
然
排
水
が
可
能
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
施
工

の
項
に
お
い
て
解
説
を
行
っ
た
）
。

三
、
仁
徳
天皇
陵
の
建
設
計
画

建
設
計
画
に
あ
た
っ
て

『
日
本
書紀
』
の

「
崇
神
紀
」
に

ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ

メ
の
箸
墓
の
造
営
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
古

墳
に
つ
い
て
「
吾

一は
人
が
っ
く
り
、
七
q
Aみ
也
市
中
f

つ
つ

L
』

羽
v
I
4
Tカ
て
く

J

1

ζ

さ
れ
て
い
る
。
入
力
し
か
頼
る
も
の
の
な
い
古
代
人
に
と
っ
て

古
墳
の
建
設
は
ま
さ
に
神
が
か
っ
た
大
事
業
だ
っ
た
、
で
あ
ろ
う
。

技
術
者
や
人
夫
た
ち
は
、
神
の
加
護
を
願
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
｛
元

成
し
た
姿
を
見
た
者
た
ち
は

と
て
も
人
間
の
子
だ
け
に
よ
る
も

の
と
は
関
心
え
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
ま
し
て
、
一
四
O
万
立
方
幻
も

の
大
墳
丘
と
、
そ
れ
を
め
「
る
広
大
な
二
重
濠
を
も
っ
仁
徳
天
皇

陵
の
造
営
と
な
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
膨
大
な
エ
、
亦
ル
、
ギ
ー
が
注
が
れ

た
こ
と

、

で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
は
お
そ
ら
く
、
土
木
技
術
の
原
点

と
も
い
え
る
作
業
が
唇
一
夜
を
分
か
た
ず
営
々
と
繰
り
返
さ
れ
た

に
違
い
な
い
。

現
代
の
土
木
技
術
者
の
目
か
ら
こ
の
世
界
最
大
の
古
墳
を
み
る

と
、
そ
う
し
た
古
代
技
術
へ
の
遠
い
想
い
と
と
も
に
、
も

う
ひ
と

つ
、
も
し
わ
れ
わ
れ
現
代
人
が
建
設
す
る
と
し
た
ら
？
：
：
：

t

い

う
、
現
代
的
な
視
点
か
ら
の興
味
が
わ
く
。
古
墳
の
研
究
は
、
考

古
学
や
歴
史
学
の
分
野
で
は
か
な
り
進
め
ら
れ
て
い
る
が
工
学
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土
木
工
学
か
ら
み
た
立
地

仁
徳
天
皇
陵
が
現
在
の
地
に
定
め
ら
れ
た
経
緯
は
、
『
日
本
書

紀
』
の
仁
徳
紀
六
十
七
年
冬
十
月
の
条
に
、
「
河
内
の
石
津
原
に
幸

し
て
陵
地
を
定
め
た
ま
ふ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
十
数
日
後
に
は

「
始
め
て
陵
を
築
く
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
宗
教
上
、
政
治
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
土
木
技
術
上
の
理
由

も
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
四O
万
立
方
灯

も
の
土
量
を
支
え
る
に
は
、
相
当
な
地
耐
力
を
も
っ
地
盤
が
必
要

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
土
庁
土
地
局
発
行
の
土
地
分
類
図
、

及
び
付
近
の
土
質
調
査
デl
タ
か
ら
現
地
の
地
盤
を
調
べ
て
み
る

と
、
こ
の
陵
は
喋
層
を
主
体
と
し
た
洪
積
段
丘
上
に
位
置
し
て
い

る
。

士
質
は
、
砂
喋
層
と
固
結
し
た
粘
性
土
と
の
互
層
で
あ
り
、

現
在
の
土
木
工
学
か
ら
み
て
も
十
分
な
地
耐
力
を
も
っ
地
盤
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
地
を
選
定
し
た
理
由
の
妥当
性
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

土
取
り
場
の
想
定

仁
徳
天
皇
陵
の
建
設
を
考
え
る
時
、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
二

四
O
万
立
方
日
も
の
土
を
ど
こ
か
ら
採
取
し
た
か
」
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
陵
は
平
地
に
盛
土
し
て
造
営
さ
れ
たt
い
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
第
一
仁
考
え
ら
れ
る
の
は
、
墳
丘
を
め
寸
る
濠
の

部
分
か
ら
の
掘
削
土
で
あ
ろ
う
。
濠
は
現
在
、
三
重
濠
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
来
は
二
重
濠
ゃ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
明
治
期
に

こ
の
陵
を
調
査
し
た
英
国
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴl
ラ
ン
ド
が
残
し

た
資
料
な
E

に
は
、
二
重
濠
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
外
側

の
三
重
目
の
濠
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
より
後
世
に
掘
削
さ
れ
た

t

考
え
ら
れ
て
い
る
。

Z
主
』
デ
＼
一
四
O
万
立
方
灯
の
土
砂
』
二
重
濠
の
掘
削
に
よ
っ
て

採
取
し
た
と
仮
定
し
て
計
算
す
る
と
、
濠
の
深
さ
は一O
灯
以
上

も
必
要
と
な
る
。
実
際
の
濠
の
深
き
は
調
査
さ
れ
たこ
と
が
な
い

た
め
不
明
だ
が
、
一
O
M
以
上
と
な
る
と
掘
削
法
面
が
不
安
定
で

あ
る
し
、
ま
た
大
量
の
湧
水
を
配
慮
し
な
が
ら
の
水
中
掘
削
は
当

時
の
技
術
水
準
で
は
き
わ
め
て
困
難
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

a
ph

、

。

＋
J
ι
ー
し
‘

そ
れ
も
現
代
工
学
の
立
場
か
ら
の
も
の
は
、
ま
だ
少

日
本
の
国
家
揺
鑑
期
に
出
現
し
た
「
大
土
木
時
代
」
が
残

的
な
研
究
、

し
た
大
い
な
る
遺
産
を
、現
代
技
術
に
よ
っ
て
見
直
す
機
会
が
あ

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チl
ム
は
、
現
代
工
法
と
、

そ
の
原
点
と
も
い
え
る
古
代
工
法
と
の
双
方
に
よ
っ
て
仁
徳
天皇

陵
の
建
設
に
挑
戦
し

、

そ
の
比
較
を
試
み
る
、
』
？
と
に
し
た
。

計
画
の
前
提
条
件

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
た
り
、
建
設
の
た
め
の
前
提
条
件

を
次
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

・
建
設
時
期
は
現
在
と
し
、
仁
徳
天
皇
陵
と
全
く
同
規
模
の
墳
墓

を
、
現
代
工
法
と
古
代
工
法
に
よ
り
再
現
す
る
。

・

建
設
の
範
囲
は
、
墳
丘
、
及
、
び
二
重
濠
ま
で
と
し
、
三
重
目
の

濠
及
び
陪
塚
は
含
ま
な
い
。

・

工
事
は
、
現
代
工
法
、古
代
工
法t
も
、

す
べ
て
現
代
人
が
行

う
も
の
と
す
る
。

・
現
代工
法
は
最
新
土
木
技
術
を
駆
使
し
、古
代
工
法
は
古
墳
時

代
当
時
の
土
木
技
術
に
従
う

。

・
古
墳
建
設
場
所
は
、現
在
の
仁
徳
天
皇
陵
の
敷
地
と
し
、地
表

は
雑
草
、
濯
木
に
覆
わ
れ
た
洪
積
台
地
と
す
る
。

・

客
土
材
は
、
陵
の
西
側
の
士
取
り
場
より
採
取
す
る
。
葺
石
は
、

石
津
川
か
ら
採
取
し
、
古
墳
ま
で
運
搬
す
る
。

・
段
の
敷
地
、

道
、
市
街
地
な
E

）

及
び
士
取
り
場
を
除
き
、周
辺
環
境
（
道
路
、
鉄

は
現
在
の
社
会
環
境
と
同
一
と
す
る
。

・
陵
の
規
模
、

，
。
。

仕
様
は
、
現
代
工
法
、古
代
工
法
と
も
同
一3と
す

工
事
関係
者
の
労
務
条
件
、
労
務
賃金
な
ど
は
、
現
在
の
社
会

に
従
う
。

主
要
工
事
設
計
数
量

建
設
に
あ
た
り
、
現
代
工
法
、
古
代
工
法
と
も
、
主
要
工
事
の

設
計
数
量
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

a

敷
地
面
積
・
・
：
：
：j
i

－
－
：：
・
四
七八
、0
0
0
平
方
μ

敷
地
範
囲
は
、
現
在
の
仁
徳
天
皇
陵
敷
地
と
し
た
。



b

伐
開
除
根
の
範
囲
：
：
：
三
六
八
、
六
O
O
平
方
灯

雑
草
、
濯
木
そ
の
他
の
伐
開
除
根
は
、
二
重
濠
外
縁
部
の
外
側

一O
M
の
範
囲
に
つ
い
て
行
う。

の
変
化
率
を
了
三
五
と
す
る
と
、
（
必
要
地
山
土
量
）

×
一
ニ
二

五
を
運
搬
す
る
必
要
が
あ
る。

仁徳、天皇陵平面図（現況）
103,410m・

475 m 

300 m 

約27 m 

245 m 

約30 m 

主要部の規模
墳丘面積

前後の主織の憂き

前方端の幅

前方丘の高さ

後円丘の径

後円丘の高き

四
回
、
五
八O
平
方
日

一
三
一
、
六
九O
平
方
灯

こ
れ
ら
の
数
値
は
、
主
に
前
述
し
た
梅
原
末
治
博
士
の
報
告
書

（
宮
内
庁
書
段
部
紀
要
五
号
）
に
よ
っ
た
。

e

濠
の
掘
削
土
量
：
・
内
濠
掘
削
量

外
濠
掘
削
量

計

0
0
0
ト
ン
）

h

葺
石
数
量
：
：
：
－
j
i

－
－
：
：
：
五
、
三
六
五
、

0
0
0

個
（
一
四
、

五
九
九
、0
0
0
立
方
M

三
五
、
0
0
0
立
方
灯

七
三
八
、0
0
0
立
方
日

掘
削
す
る
濠
の
深
さ
は
、
内
濠
、
外
濠
と
も
平
均
五

μ
と
す
る
。

f

客
土
量
：
：
－
j
i

－
－
・
：
：
：
：
：
七
四
二
、

0
0
0
立
方
μ

前
方
部
、
後
円
部
の
斜
面
の
ほ
ぼ
全
面
に
、
葺
石
を
施
工
す
る

。

施
工
面
積
は
七
二
、
五OO
平
方
灯
。
葺
石
は
、
直
径
が
平
均
一

二
・
五
円
ン
日
程
度
の
大
き
き
の
円
礁
と
し
、
一
平
方
口
当
た
り

平
均
七
四
個
を
密
に
設
置
す
る
。

i

埴
輪
数
量
：
・
：
：
：
：

：
：
：
：

：
：
：

：
約
一
五
、0
0
0
個

後
円
項
部
、
前
方
部
天
端
、
小
段
（
上
下
）
、
中
堤
（
内
堤
、
外

堤
）
に
は
、
円
筒
描
掃
を
一
列
状
に
設
置
す
る
。
そ
の
総
延
長

は
七
、
五O
O
M
で
あ
り
、
設
置
間
隔
は
五O
H
ン
れ
と
し
た
。
埴

輪
の
形
状
、
寸
法
（
お
よ
そ
口
縁
径
四O
H
ン
灯、
底
径
三
O
Hン

山
、
高
き
一
O
O
H
ン
灯
）
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
紀
要
及
び
五
色

四
七
五
灯

土
は
締
め
固
め
る
と
体
積
が
小
さ
く
な
る
。
そ
の
変
化
率
を

0
・
九
五
と
す
る
と
、
（
墳
丘
の
土
量
約
一
、
四

O
六
、0
0
0
立

方
M
）÷
0
・
九
五
、
つ
ま
り
一
、
四
八O

、

0
0
0
立
方
灯
が
、

盛
土
用
の
必
要
地
山
土
量
と
な
る
。

そ
の
う
ち
七
三
八
、0
0
0

立
方
灯
は
濠
の
掘
削
に
よ
り
得
ら
れ
る
の
で
、
残
り
が
必
要
客

土
量
と
な
る
。

g

運
搬
土
量
・
：
：
：
：
：
：
：
一
、
九
九
八
、

0
0
0
立
方
灯

前
項
と
は
反
対
に
、
土
は
ほ
「
れ
る
と
体
積
が
膨
張
す
る。
そ

塚
古
墳
の
例
を
参
考
と
し
た
。

c

陵
の
主
要
部
の
面
積
・
・
・
外
濠
面
積

内
濠
面
積

中
堤
面
積
六
五
、
八

O
O
平
方
灯

墳
丘
面
積
一

O
三
、
四
一O
平
方
灯

今
回
の
計
画
は
、
前
提
条
件
の
項
、
て
述
べ
た
と
お
り
、
墳
丘
及

び
二
重
濠
ま
で
を
対
象
と
し
、
三
重
濠t
陪
塚
は
含
ま
な
い
。

d

墳
丘
の
規
模
・
・
：
：
前
後
の
主
軸
の
長
さ

前
方
端
の
幅

前
方
丘
の
高
き

後
円
丘
の
径

後
円
丘
の
高
き

墳
丘
の
土
量

三
O
O
H
川

約
二
七
灯

二
四
五
日

約
三
O
M

一
、
四O
五
、
八
六
六
立
方
れ

号
事
閉
店
h
h極
）
図
阻
盗
鰹

/// \ 一一ーへ＼｜〉

海
軍
四
国
（
由
時
亙
設
さ

lOOm 

多角

50m Om 

縦断面図

6 7 
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仁徳天皇陵完成想定図

大林組のコンピュータ・システムlこよる
仁徳天皇陵鳥轍関（現況）

8 



古代工法により建設中の仁徳天皇陵

I 
~ 

現代工法により建設中の仁徳天皇陵
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14 

仁
徳
天
皇
陵
配
置
図

20~ 

なかもず

．一一ー にさんざい古墳

50 行1

45 

40 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

-5 

-10 

Ill 

500 

もずはちまん

1,000 1,500 2,000 m 

仁徳天皇陵周辺地層図

推定
p 古墳時代の海面位

三現在の海面位 ~·. 1 
= ト司→争地下水位

e =2,000m 

大
阪
楠
山

現
代
工
法
に
よ
る
建
設

古
代
工
法
に
よ
る
建
設

施
工
条
件

施
工
条
件

現
代
人
が
古
代
工
法
に
よ
っ
て
全
年
末
を
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
施
工
条
件
を
次
の
よ

う
に
定
め
た

。

現
代
工
法
に
よ
る
施
工
条
件
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
た。

イ
、
建
設
機
械
の
選
定
に
お
い
て
は
、
現
在
の
周
辺
環
境
を
考
慮
し
、
建

設
公
害
の
な
い

工
法
を
採
用
す
る

。

ロ
、
作
業
時
間
は

一
日
八
時
間
、
ひ
と
月
二
十
五
日
聞
と
す
る

。

ハ
、
建
設
事
務
所
を
陵
の
敷
地
内
に
設
置
す
る。

労
務
宿
舎
は
設
け
な
い。

ニ
、
設
計
、
品
質
、
仕
様
は
古
代
工
法
と
同
様
と
す
る
が
、
施
工
管
理
基
準
は
現
代
の
も

の
に
従
う。

施
工
計
画
の
概
要

現
代
工
法
に
よ
る
施
工
の
特
徴
は
、
現
代
技
術
の
粋
で
あ
る
機
械
力
と
シ
ス
テ
ム
化
に

よ
る
、
徹
底
し
た
合
理
化
を
図
る
点
で
あ
る
。
今
回
の
工
事
に
最
適
な
機
械
、

工
法
を
採

用
す
る
と
と
も
に
、

一
部
、
特
殊
機
械
の
開
発
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

。

ま
た
、
あ
ら

か

じ
め

設
定
し
た
工
期
内
に
支
障
な
く
全工
事
を
完
了
す
る
た
め
に
、
施
工
管
理
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
た。

具
体
的
な
工
法
の
選
定
に
あ
たっ
て
は
、

・

工
事
現
場
の
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
を
行
う

・
墳
丘
が
錐
体
状
で
あ
る
た
め
、
高
い
位
置
と
な
る
ほ

E

同

一
土
量
に
対
す
る
工
事
進
捗

度
が
急
速
化
す
る
こ
と
を
芳
虚
す
る

・
葺
石
の
数
量
が
膨
大
で
あ
る
た
め
、
土
工
事
の
進
行
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る

・
摘
語
の
製
造
と
設
置
に
つ
い
て
も
、
土
工
事
の
進
行
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る

ィ
、
建
設
用
の
工
具
は
、
鉄
製
、
及
び
木
製
の
ス
キ
、
モ
ッ

コ
、

ロ
、
労
働
者
数
は
ピ
！
ク
時
で
一
日二、

0
0
0
人
と
し
、
牛
馬
は
使
用
し
な
い
。

ハ
、
作
業
時
間
は
、
現
代
工
法1ζ
同
様
、

一
日
八
時
間
、
ひ
と
月
二
十
五
日
間
と
す
る

。

ニ
、
建
設
事
務
所
を
陵
の
敷
地
内
に
設
村
、
労
務
宿
舎
を
客
土
土
取
り
場
内
に
建
設
す

ク
心。

コ
ロ
を
使
用
す
る。

な
ど
の
条
件
を
満
た
す
も
のt
し
た

。

な
お
、
全
体
の
工
期
に
つ
い
て
は
、
使
用
す
る
機
械
の
量
や
規
模
に
応
じ
て
、
い
く
つ

か
の
工
期
を
検
討
し
た
が
、
今
回
は
、
建
設
内
容
と
工
事
規
模
か
ら
常
識
的
に
み
て
、
三

0
カ
月
（
二
年
半
）
と
し
た。

施
工
計
画
の
概
要

古
代
工
法
に
よ
る
施
工
は
、
で
き
る
限
り
古
墳
時
代
の
技
術
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
作

業
を
実
施
す
る
試
み
で
あ
る。

世
界
最
大
の
墳
墓
を
造
営
す
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
当
時

の
技
術
水
準
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明

の
部
分
も
少
な
く
な
い。

例
え
ば
、
工
期
ひ
と
つ
を
み
て
も
、
仁
徳
天
皇
陵
の
建
設
に
何
年
を
要
し
た
か
は
、
判

明
し
て
い
な
い
。
『

日
本
書
紀
』
「
仁
徳
紀
」
の
記
述
か
ら
、
二
十
年
を
要
し
た
t

す
る
解
釈

も
あ
る
が
、
は
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
古
代
工
法
の
場
合
、
と
く
に
土
砂
の
掘
削
、

運
搬
、
盛
土
、
さ
ら
に
葺
石
工
事
な
ど
で
は
、
労
働
者
数
に
よ
っ
て
工
事
の
進
行
速
度
は

大
き
く
左
右
さ
れ
る。

当
時
の
王
権
が
、
古
墳
造
営
に
ど
れ
ほ
ど
の
動
員
力
を
有
し
て
い

た
の
か
、
ぞ
う
し
た
要
素
も
重
要
で
あ
る
が
、
判
断
の
参
考
と
な
る
資
料
が
き
わ
め
て
少

な
い
。

そ
こ
で
今
回
の
計
画、

て
は
、
『
日
本
書
紀』の
記
述
や
工
事
規
模
な
ど
か
ら
、一
0

1

二
O
年
の
オ
ー
ダ
ー
で
工
期
と
作
業
員
数
に
つ
い
て
数
ケ
l

ス
を
検
討
し
、
も
っ
と
も

妥
当
t

思
わ
れ
る
作
業
員
数
を
ピ
！
ク
時
で
二
、0
0
0
人
t

設
定
し
て
、
全
体
の
工
期
を

算
定
し
た
。

①
現
地
調
査

仁
徳
天
皇
陵
敷
地
周
辺
を
踏
査
し
、
現
在
の
地
形
、
地
表
面
の
傾
斜
、
地
表
の
状
態
、

植
物
の
繁
茂
状
態
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
ま
た
、
付
近
の
土
質
デ
ー
タ
な
ら
び
に
現

①
現
地
調
査

地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
、
地
下
水
位
、
土
質
（
礎
材
か
、
粘
土
材
か
）
、
盛
土
材
と

し
て
の
適
性
な
ど
の
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
推
定
し
た
敷
地
西
側

の
土
取
り
場
や
、
葺
石
の
採
取
場
所
で
あ
る
石
津
川
、
西
除
川
の
現
地
調
査
を
行
い
、
工

事
現
場
へ
の
運
搬
方
法
、
ル
ー
ト
なE
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

現
代
工
法
と
同
様
、
土
取
り
場
の
設
定
、
敷
地
周
辺
の
地
形
、
地
表
面
の
傾
斜
、
地
表

の
状
態
、
植
物
の
繁
茂
状
態
なE
の
調
査
を
行
う
。
ま
た
、
試
掘
し
て
、
地
下
水
位
、
土

質
な
ど
と
と
も
に
、
ス
キ
、
ク
ワ
に
よ
る
掘
削
の
難
易
度
、
水
切
り
の
程
度
に
つ
い
て
も

調
査
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
葺
石
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
そ
の
運
搬

に
つ
い
て
、
古
代
技
術
仁
ふ
さ
わ
し
い
方
法
の
検
討
を
行
う
。

②
伐
開
除
根
・
地
山
均
し
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③
伐
開
除
根
・
地
山
均
し

『
日
本
書
紀
』
の
「
仁
徳
紀
」
六
十
七
年
の
条
に
は
、
仁
徳
天
皇
が
こ
こ
を
段
地
と
定

め
た
時
、
野
よ
り
鹿
が
走
り
出
て
き
た
説
話
が
あ
る
。
こ
う
し
た
説
話
か
ら
、
こ
の
あ
た

り
は
か
つ
て
は
野
原
だ
っ
た
Jで
あ
ろ
う
と
連
想
さ
れ
る
。
地
形
、
地
質
か
ら
み
て
も
、
濯

木
が
ま
ば
ら
に
生
え
た
程
度
の
草
原
と
仮
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
潅
木
、
雑
草
を
根
ご
と
除

去
し
、
地
山
の
自
然
傾
斜
に
合
わ
せ
て
地
表
面
の
凹
凸
を
な
ら
す
必
要
が
あ
る
が
、
現
代

で
は
レ
l

キ
ド
l

ザ
、
ブ
ル
、
ド
！
ザ
な
ど
で
、
容
易
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑨
基
本
測
量

付
近
に
位
置
す
る
国
土
地
理
院
設
定
の
三
角
点
、
及
び
水
準
点
よ
り
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
、

水
準
器
な
ど
の
測
量
機
器
で
正
確
な
位
置
付
け
を
行
う
。
次
い
で
設
計
図
に
基
づ
き
、
地

山
に
外
濠
、
内
濠
の
掘
削
位
置
と
勾
配
、
及
。
び
墳
丘
の
盛
土
勾
配
線
を
示
す
丁
張
を
設
け

e
Q。

④
王
排
水
路
計
画

掘
削
を
行
う
際
、
地
下
水
対
策
と
し
て
、
ま
ず
排
水
路
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
古

代
人
も
お
そ
ら
く
、
そ
の
点
に
は
留
意
し
た
は
ず
と
の
推
測
を
も
と
に
、
現
地
調
査
に
お

い
て
排
水
路
の
位
置
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
陵
の
北
西
に
三
重
濠
が
変
形
し
て
溜
池

状
と
な
っ
て
い
る
個
所
が
見
つ
か
っ
た
。
現
在
も
、
そ
こ
は
濠
か
ら
の
排
水
路
へ
？
と
続
い

て
い
る
が
、
こ
の
池
は
か
つ
て
施
工
時
に
排
水
用
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

。

そ
こ
で
、
掘
削
に
あ
た
っ
て
は
特
別
な
排
水
路
は
設
置
せ
ず
、
古
代
人
も
利
用
し
た
と

思
わ
れ
る
こ
の
池
を
防
災
用
調
整
池
！
と
し
、
そ
こ
か
ら
続
く
排
水
路
を
利
用
す
る
こ
と
と

し
た
。

⑤
土
工
事

土
工
事
は
、
二
重
濠
の
掘
削
と
、
一
四O万
立
方
灯
も
の
巨
大
な
墳
丘
を
造
営
す
る
た

め
の

一
大
作
業
で
あ
る
。

現
代
工
法t
古
代
工
法
と
の
相
違
が
、
も
っ
と
も
顕
著
に
現
れ

る
部
分
と
い
え
よ
う。

し
か
も
、
工
事
現
場
は
居
住
地
に
隣
接
し
て
お
り
、
騒
音、

振
動
、

粉
塵
、
排
ガ
ス
な
ど
の
公
害
問
題
を
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る。

こ
う
し
た
環
境
下

で
は
、
従
来
工
法
の
シ
ョ
ベ
ル
・
ダ
ン
プ工
法
は
困
難
で
あ
る。

今
回
は
、
公
害
が
少
な

く
、
掘
削
、
積
込
、
運
搬
・
撒
出
し
の一
貫
し
た
連
続
作
業
が
可
能
で
、
年
末
能
率
の
き

わ
め
て

高
い
工
法
と
し
て
、
B
W
E
（
パ
ケッ
ト
ホ
イ
ー
ル
エ
キ
ス
カ
ベ

1

タ
）
と
ベ
ル

ト
・
コ
ン
ベ
ア
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
「
連
続
土
工
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
た
（
図
参

開
…
）
。〈

外
濠
掘
削
〉

現
在
の
仁
徳
天
白烹陵
の
外
濠
は
、
幅
が
一
0
1

二
O
灯
、
面
積
は
四
問
、
五
八O
平
方
灯

あ
る
。

そ
の
掘
削
工
事
は
、
連
続
士工
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
う

。

た
だ
し
、
こ
の
付
近
は

地
下
水
位
が
か
な
り
高
い
た
め
、
掘
削
土
は
盛
土
材
と
し
て
は
合
木
比
が
高
い。
そ
こ
で

外
濠
掘
削
土
は
、
い
っ
た
ん
内
濠
部
分
の
上
に
仮
置
き

し
、
水
切
り
後、

内
濠
掘
削
時
に
再
度

一
緒
に
掘
削
し

、

墳
丘
に
盛

掘
削
時
に
生
じ
る
地
下
水

す
る
。

．
，
、

4
A
R十
八

は
、
前
述
し
た
調
整
池
を
利
用
し
て
排
水
す
る。

〈
内
海
掘
削
〉

仁
徳
天
皇
陵
の
内
濠
は
き
わ
め
て
広
大
で
あ
り
、
そ

れ
が
こ
の
陵
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る。

濠
幅
は
北
側

と
南
側
で
約
七
O
M
、
も

っ
と
も
広
い
前
方
部
t

後
円

部
の
く
び
れ
部
分
で
は
一
一
五
i

一
二
O
M
、
面
積
は

一
三
一
、
六
九O
平
方
幻
に
も
及
ぶ
。
こ
の
掘
削
工
事

は
、
や
は
り
連
続
土
工
シ
ス
テ
ム
で
行
う
が
、
掘
削
土

量
は
外
濠
の
仮
置
き
分
と
合
わ
せ
て
七
三
八
、0
0
0

立
方
灯
と
な
る
。

こ
の
全
量
を
直
盛
り
す
る
と
、
墳
丘

高
は

一気
に
約
六
灯
に
も
な
り
、
施
工
上
（
品
質
管
理

面
）
の
問
題
が
残
る。

そ
こ
で
、
内
濠
部
を
四
分
割
し
、
そ
の

一
カ
所
（
後

円
部
外
側
）
を
ま
ず
掘
削
し
て
直
盛
り
す
る。

士
量
は

四
分
の

一で
あ
る
か
ら
、
盛
立
て
高
も
約
こ
れ
程
度
で

す
む
。.. 

、

＋
宇
品
十
八直
盛
り
を
行
う
際
、
同
時
仁
敷
地
西
側
よ
り

後
円
部
中
心
ま
で
仮
設
ト
ン
、
汗
ル
を
通
し
、

中
に
コ
ン

ベ
ア
を
設
置
。

さ
ら
に
後
円
部
中
心
に
お
い
て
垂
直
コ

ン
ベ
ア
と
接
続
し
、
以
後
の
盛
土
材
は
こ
の
ル
1

ト
に

よ
っ
て
後
円
部
中
心
ま
で

一
気
に
運
搬
す
る
こ
と
と
し

内
濠
掘
削
時
の
排
水
は
、

水
路
を
設
け
て
行
う。

外
濠
t

の
聞
に

た
。

な
お
、

〈
客
土
掘
削v

客
土
は
、
敷
地
西
側
に
設
定
し
た
土
取
り
場
に
お
い
て
、

運
搬
す
る
。
土
取
り
場
は
、
は
ぽ
台
形
状
を
し
た
広
範
な
地
域
で
あ
り
、こ
れ
を

掘
削
、

連続土工システム連
続
土
工
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

二
区
に
分
割
し
、
効
率
良
く
掘
削
を
行
う
。
土
取
り
場
か
ら
墳
丘
部
ま
で
は
現
況
道
路
に

沿
っ
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
敷
設。

よ
り
、
後
円
部
中
心
ま
い
て
運
搬
す
る
。

さ
ら
に
ト
ン
、
汗
ル
内
コ
ン
ベ
ア
と
垂
直
コ
ン
ベ
ア
に

〈
盛
土
〉

内
濠
掘
削
土
を
直
盛
り
す
る
際
に
設
置
し
た
垂
直
コ
ン
ベ
ア
は
、

盛
立
て
中
姿

従
い
、
順
次
、
嵩
上
げ
し
て
い
く。

こ
れ
に
よ
っ
て
運
搬
し
た
盛
土
材
は
、

盛
土
高
が
上
が
る
に

現代工法による建設

記与与与
まき出し・埋立現場スプレツダスタッ力一γフタブJレコンベア
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一
濯
木
が
ま
ば
ら
に
生
え
た
程
度
の
草
原
で
あ
る
と
想
定
す
る
と
、
鉄
製
の
ノ
コ
ギ
リ
、

カ
マ
、
オ
ノ
な
ど
の
道
具
類
で
、
十
分
に
伐
開
除
根
を
行
う
こ
？
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
基

本
測
量
の
た
め
の
地
山
均
し
も
、
鉄
製
・
木
製
の
ス
キ
、
ク
ワ
、
ツ
ル
ハ
シ
状
の
掘
削
具

古代工法による建設

に
よ
っ
て
行
う
。

』
れ
ら
の
作
業
は
、
陵
の
敷
地
、
及
び
客
土
土
取
り
場
を
対
象
と
す
る

。

③
基
本
測
量

陵
の
建
設
に
あ
た
り
、
地
表
面
に
地
割
図
を
描
く
必
要
が
あ
る
。

〈
地
割
〉

ひ
ろ
ぼ
う

ま
ず
現
地
盤
上
に
尋
棒
（
ひ
と
尋
約
一
六O
H
ン
灯
を
単
位
と
し
た
棒
）
で
基
準
点
（
後

円
部
中
心
、
前
方
部
中
心
な
ど
、
地
割
図
を
描
く
た
め
の
基
準
と
な
る
点
）
を
設
け
、
ぞ

れ
を
基
に
目
盛
り
を
付
け
た
荒
縄
、
水
糸
な
ど
を
使
用
し
て
図
の
中
心
と
な
る
基
準
線
を

引
く
。
次
に
前
方
部
偶
角
点
、
く
び
れ
部
折
線
、
後
円
部
外
周
線
、
前
方
部
外
縁
線
な

E

を
地
山
に
写
し
、
さ
ら
に
内
濠
、
外
濠
の
地
山
上
の
測
線
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
荒
縄
、
水

糸
に
よ
り
地
山
に
刻
み
つ
け
る
。
続
い
て
、
内
濠
、
外
濠
の
周
辺
に
沿
っ
て
周
溝
を
め
「

ら

し

、
掘
削
位
置

、

高
き
、
掘
削
勾
配
、
及
、
び
墳
墓
の
盛
土
勾
配
を
示
す
た
め
の
丁
張
を

設
け
る
。
以
上
の
作
業
に
は
、
記
述
し
た
他
に
勾
股
弦
の細
引
紐
（
直
角
、
特
定
角
を
測

る
も
の
）
、
水
舟
（
水
準
器
）
、
木
杭
な
ど
を
用
い
る
。

〈
周
溝v

内
濠
、
外
濠
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
縁
取
る
よ
う
に
し
て
周
溝
を
掘
り
、
そ
の
中
の
地
下
水

位
を
基
準
高
と
し
て
各
地
点
の
高
さ
を
算
出
し
、
掘
削
、
盛
土
の
勾
配
を
設
定
す
る
。
角

度
の
算
出
に
は
、
古
墳
時
代
に
す
で
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
漢
の
定
規
を利
用
す
る
。
ま
た
、

水
平
を
出
す
方
法
と
し
て
は
、
他
に
水
舟
、
勾
股
弦
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
る
。

な
お
、
基
本
測
量
に
使
用
し
た
道
具
類
は
、
古
墳
時
代
に
実
際
に
使
用
さ
れ
た
か
否
か

は
別
と
し
て
、
現
代
人
が
古
代
工
法
で
測
量
を
行
う
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
道
具
を
設

定
し
た
も
の
で
あ
る

。

④
王
排
水
路
計
画

現
代
工
法
の
場
合
と
同
様
、
特
別
な
排
水
路
は
設
置
せ
ず
、
陵
の
北
西
に
あ
る
溜
池
を

利
用
し
て
排
水
を
行
う。

西
側
へ
向
け
て
土
地
が
低
く
な
っ
て
い
る
仁
徳
天
皇
陵
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
池
を
利
用
す
れ
ば
自
然
排
水
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
ま
た
洪
水
調
節
、
土

砂
沈
澱
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
古
代
人
の
技
術
が
偲
ば
れ
る
池
と
い
え
る

。

⑤
土
工
事

古
代
工
法
に
よ
る
土
工
事
は
、
機
械
力
が
な
い
に
等
し
い
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
人
力
に
頼

る
ほ
か
は
な
い
。

使
用
す
る
道
具
は
、
掘
削
具
と
し
て
鉄
製
の
ス
キ
、
ク
ワ
、
運
搬
用
の

モ
ッ
コ
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
盛
土
の
際
の
締
め
固
め
も
、
主
と
し
て
人
力
（
足
に
よ
る

踏
み
固
め
）
に
よ
っ
た
。

一
、
五O
O
年
も
前
に

一
四
O
万
立
方
μ
も
の
膨
大
な
土
工
事

が
、
こ
の
よ
う
な
工
法
に
よっ
て
行
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
構
造
物

，

が
い
ま
も
壊
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
驚
異
と
い
え
る。

〈
掘
削
〉

基
本
測
量
の
た
め
の
周
溝
の
掘
削
を
行
っ
て
か
ら

、
外
濠
掘
削

に
着
手
す
る
。

外
濠
掘
削
土
は
い
っ
た
ん
仮
置
き
し
、
水
切
り
を

し
た
の
ち
、
所
定
の
場
所
へ
盛
土
し
、
締
め
固
め
る
。

な
お
、
原

始
的
な
ス
キ
、
ク
ワ
に
よ
る
掘
削
は
、
現
在
の
ス
コ
ッ
プ
な
ど

t

比
較
す
る
と
、
き
わ
め
て
効
率
が
悪
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、

掘
削
の
作
業
効
率
を
現
在
の
五O
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
人
一
日二
立

方
灯
）
に
設
定
し
た
。

続
く
内
濠
の
掘
削
は
、
土
砂
の
合
水
比
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、

図
の
よ
う
に
ト
レ
ン
チ
を
先
行
掘
削
し
、
地
下
水
位
を
下
げ
て
か

ら
順
次
、
内
濠
本
体
部
分
を
掘
削
し
て
い
く
。そ
の
際
、
外
濠
と

の
聞
に
水
路
を
設
け
、排
水
を
行
う
。

ま
た
客
土
の
掘
削
は
、

取
り
場
に
お
い
て
、
斜
面
を
切
り
下
げ
る
方
法
で
進
め
る
こ
と
と

し
た

。

〈
運
搬
〉

掘
削
土
の
運
搬
は
、モ
ッ

コ
を
利
用
し
て
、
二
人
で
て
肢
に
六

o
f
dラ
を
運
ぶ
。

運
搬
距
離
は
平
均
で
、
外
濠
か
ら
二
五O
M

、

内
濠
か
ら
二O
O
灯
、
そ
し
て
客
土
土
取
り
場
か
ら
は

一
、
三0
0

μ
で
あ
る

。

そ
の
作
業
能
率
は
、
外
濠
0

・
八
五
立
方
幻
／
人
目
、

内
j豪

・

O
立
方
μ
／
人
目
、
そ
し
て
客
土
土
取
り
場
0
・

二
立

方
幻
／
人
日
と
算
定
し
た
。

内
濠
掘
削
土
の
運
搬
は
、
盛
土
が
低
い
う
ち
は
墳
墓
の
所
定
位

置
ま
で
直
接
に
揚
げ
、
盛
土
高
が
三
訂
以
上
と
な
れ
ば
、数
カ
所

に
仮
設
道
路
を
設
置
し
、そ
れ
を
利
用
し
て
盛
土
を
進
め
る
。
し

た
が
っ
て
、

客
土
は
、
」
の
仮
設
道
路
に
よ
り
、墳墓
の
盛
土
位
置

ま
で
運
搬
す
る
。

〈
盛
土
〉

墳
墓
上
で
そ
ッ
コ
か
ら
荷
却
し
し
た
土
砂
は
、
木
ベ
ラ
、

し
、
そ
の
上
を
足
、
て
踏
み
固
め
る
。
こ
の
方
法
は
、

土

内海掘削II真序図

調 整 池

竹
ベ
ラ
な
ど
で
均

一
に
な
ら

き
わ
め
て
原
始
的
で
は
あ
る
が
、
き

め
細
か
い
作
業
が
可
能
で
あ
り
、締
め
固
め
は
現
代
工
法
に
劣
ら
な
い
ほ
E

の
効
果
が
期

待
で
き
る
。
巨
大
古
墳
の
多
く
が
、

理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、人
力
に
よ
る
綿
密
な
締
め
固
め
が
相
援
で
き
る
。

現
在
も
な
お
往
時
の
姿
を
比
較
的
よ
く
留
め
て
い
る

〈
土
工
事
に
要
す
る
作
業
員
数v
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図
仁
示
し
た
よ
う
に
、
後
円
部
で
は
自
走
式
コ
ン
ベ
ア
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
土
砂
を
均
一

に
撒
き
出
し
、
盛
土
を
進
め
る
。
ま
た
前
方
部
。
て
は
、
自
走
式
コ
ン
ベ
ア
を
扇
状
に
移
動

さ
せ
な
が
ら
盛
土
を
行
う
。
盛
土
が
’進
む
に
つ
れ
、
周
聞
は
す
べ
て
法
面
と
な
る
が
、
法

面
保
護
の
た
め
の
葺
石
面
積
が
広
い
た
め
、
盛
土
と
併
行
し
葺
石
作
業
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

そ
こ
で
、
葺
石
の
施
工
性
か
ら
、
盛
土
高
は一
層
当
た
り
二
・
五
灯
で
施
工
す
る

が
、
実
際
に
は
三
O
H
J
川
ず
つ
ブ
ペ
ド1
ザ
で
ひ
き
均
し
て
転
圧
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
盛
土
中
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
法
面
部
保
護
の
た
め
周
辺
部
よ
り
中
心
に
向
か

い
、
緩
い
盛
土
勾
配
を
も
た
せ
、
雨
水
を
中
心
部
に
集
中
き
せ
、
垂
直

コ

ン
ベ
ア
用
立
坑

を
利
用
し
て
行
う
。

〈
土
工
事
に
要
す
る
作
業
員
数
〉

機
械
力
を
駆
使
し
た
現
代
工
法
の
土
工
事
に
要
す
る
作
業
員
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

古
代
工
法
の
数
値
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う

。

（
掘
削
）
（
盛
土
）（
運
搬
）

（
計
）

一
五
O
人

二
O
O
人

三
五
O
人

七
O
O
人

内外
i豪 i豪

六
、
五O
O
人

七
五
O
人

三
、

二
五
O
人

二
、
五O
O
人

一
、
七
五O
人

ハ
、二
五
O
人

七
五
O
人

三
、
七
五O
人

客
士

い
ず
れ
も
延
べ
人
数
の
概
数
）

⑥
葺
石
工
事

古
墳
の
葺
石
は
、
法
面
保
護
の
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

古
代
の
土

構
造
物
と
し
て
は
か
な
り
の
急
斜
面
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
初
は
樹
木
は
植
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
葺
石
の
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あっ
た
は
ず
だ
。

し
か

し
、
法
面
保
護
の
た
め
の
現
代
工
法t
し
て
は
、
植
生
、
ブ
ロッ
ク
張
工
、
法
枠
工
なE

、

工
程
的
に
も
経
済
的
に
も
、
ま
た
品
質
的
に
も
葺
石
よ
り
優
れ
た
方
法
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
方
法
を
採
ら
ず
に
、
葺
石
工
事
を
行
う
こ
と
は
、
技
術
的
に
矛
盾
が
あ
る
と
も
い
え
る

が
、
古
代
工
法
と
の
比
較
上
、
こ
こ
で
は
同
じ
仕
様
の
葺
石
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
こ
れ
は
現
代
技
術
に
と
っ
て
も
ひ
と
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
。

〈
葺
石
の
施
工
〉

墳
丘
の
盛
土
が
二
・
五
μ
ず
つ
立
上
が
る
た
め
、
葺
石
も
こ
れt
併
行
施
工
と
し
た。

葺
石
の
総
数
屯
が
五
、
三
六
五
、
0
0
0
伺
に
も
の
ぼ
る
た
め
、
こ
れ
を
い
か
に
効
率
よ
く

施
工
す
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ント
と
な
る

。

そ
こ
で
今
回
は
葺
石
施
工
用
に
、
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
カ
l

に
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト

を
取
り
付
け
た
、
専
用
の
「
葺
石
機
械」
を
開
発
す
る
こ

と
と
し
た

。
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
、
幅

一
灯、

長
さ
七
・

五
れ
の
フ
レ
ー
ム
に
円
礁
を
配

置
（
長
手
方
向
に
整
列
）
し
、
こ
れ
を
法
面
に
押
し
込
ん
で
い
く
装
置
で
あ
る
。
二

・

五

灯
の
盛
土
古川
に
対
す
る
斜
面
長
は
場
所
に
よっ
て
四
1

七
灯
と
変
化
す
る。
ま

た
、
二
・

五
口
の
盛
上
高
が
取
れ
ない
個
所も
あ
る
こ
と
か
ら
、
葺
石
機
械
は
こ
う
し
た
不
規
則
さ

に
も
対
応
で
き
る
も
の
と
し
た
。
人
力
に
よ
り
ひ
と
つ
ず
つ
積
み
上
げ
る
徹
密
さ
に
、
あ

え
て
機
械
力
で
挑
戦
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
工
法
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
耳
石
背
面
に
は
、
盛
土
内
部
か
ら
の
排
水
、
及
び
茸
石
の
噛
み
合
わ
せ
を
よ

く
す
る
た
め
の
問
詰
め
用
と
し
て
、
切
込
砂
利
を
約
三
O
H
J
川
厚
に
敷
設
す
る
こ
と
と
し

,.
0 

4
l
 〈

葺
石
の
採
取
と
運
搬
〉

葺
石
の
採
取
場
所
と
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
幾
つ
か
の
採
取
地
が
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
墳
丘
か
ら
の
距
離
が
よ
り
近
い
石
津
川
に
お
い
て
、
全
数
量
を
ま
か

な
え
る
も
の
と
仮
定
し
た
。
使
用
す
る
石
は
、
平
均
十
二・
五
で
灯
の
円
礁
で
あ
る
。
採

取
方
法
と
し
て
は
、
従
来
の
機
械
を
改
良
し
た
可
搬
式
砂
利
採
取
機
を
使
用
し
、
石
の
選

別
は
ト
ロ

ン
メ
ル

（
選
別
機
）
で
行
う
。
ま

た
、
石
の
運
搬
に
は十
ト
ン
級
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク
二
台
を
使
用
す
る

。

な
お
、
葺
石
て
事
に
要
す
る
延
べ
年
香
貝
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
古
代
工
法
と

は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

・
耳
石
の
施
工

三
、

二
O
O
人

四
、三
O
O
人

・

茸
石
の
採
取t
運
搬

⑦
埴
輪
工
事

古
墳
に
は

、

家
、
船
、
武
具
なE
の
形
を
し
た
さ
ま
ぎ
ま
な
描
語
が
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
で
い
う
描
語
・
と
は
、
墳
丘
や
中
堤
の
上
に
垣
根
状
に
配
置
さ
れ
た

円
筒
埴
輪
の
こ
と
、
で
あ
る

。

そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
確
定
的
な
解
釈
は
な
い
が
、

使用機械一覧表

機械名 イ士 様 量数 用 途

油圧、ンョベル 0.6m' i圭面整形、排水路掘削等
土

取
パエキケスンカトホベイ－ー7ル I OOOm' Hr 掘削（内；豪、外灘、客土）

工
トランスファワコ’ン IOOOm' Hr 掘削土砂運搬（内議、外濠、客土）

事

シフタプルコンベア WIO'.沿nmXL400n I // 

メインコンベアー l Wぽ沿m×L57()n I II 

還担量
メインコンベアー2 WIOSOnm×L史蜘 | II 工

事
メインコンベアー3 Wロ働問×は50n I // 

自走式コンベア ~110~5.，？~＇；~m 2 // 

盛

土 スプレッタ’ I OOOm' Hr 土砂鍬出し

工
ブルドーザ 20 t 2 整地

事

振動ローラ 7 t 転圧

採石選別機 IOO t H「 採石選別

石. 
葺石機械 90m' / H「 車庫石設置工

事
ダンプトラック 10 t 2 葺石運搬

I輸直 建柱機 4 t 削穿

工
据付事 クレーンイ寸トラック 4 t 2 

現代工法による建設
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古代工法による建設

な
お
、
以
上
の
土
工
事
に
要
す
る
年
香
員
数
は
、
次
の
よ
う
な
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。

（
掘
削
）

（
運
搬
）

一
六
O

、

0
0
0
人

六
0
0

、

0
0
0
人

（
盛土

内外
濠濠

七
O

、

0
0
0
人

二
二

、

0
0
0
人

一O
O

、

0
0
0
人

三
O
O

、

0
0
0
人

客
土

三
O
O

、

0
0
0
人

三
、
七O
O

、

0
0
0
人

一
二
O

、

0
0
0
人

（
い
ず
れ
も
延
べ
人
数
の
概
数
）

そ
の
他
、
伐
開
除
根
、
測量
、
排
水
作
業
仁
は
、
延
べ
四
三
四
、
0
0
0
人
を
要
す
る
。

⑥
葺
石
工
事

古
代
工
法
に
よ
る

葺
石
工
事
は
、
土
工
事
と
匹敵
す
る
大
年
末
ゃ
で
あ
る
。
今
回
は
陵
の

南
を
流
れ
る
石
津
川
か
ら
石
を
採
取
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
約
五
・
八
J
H
川
離
れ
た
陵
ま

で
、
ど
う
や
っ
て
運
搬
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か。古
墳
時
代
に
は
、
ま
だ
牛
馬
の
使

用
は
な
か
っ
た
t

推
測
き
れ
て
い
る

o

’
と
す
る
と
、
や
は
り
人
聞
がモ
ッ

コ
な
ど
に

入
れ

て
歩
い
て
運
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
『
日
本
書
紀
』
の箸
墓
造
営
の
説
話
に
は
、
た
し
か
に
人
々

が
石
を
手
渡
し
て
運
搬
し
たt
い
う
記
述
が
あ
る

。

し
か
し
、
当
時
の
技
術
者
の
水
準
を
考
え
る
と
、
もっと
効
率
の
よ
い
方
法
が
採
れ
た

いかだによる葺石の運搬

t直輸と葺石

食配

下側
// 

は
ず
だ
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ひ
と
つ

の
可
能
性
と
し
て
、
い
ま
ま
で
と
は
別
な
運
搬

方
法
を
考
察
し
た
。

〈
葺
石
の
採
取
・
運
搬
〉

石
津
川
流
域
に
お
い
て
採
取
し
た
石
は
、
モッ
コ
な
ど
に
よ

っ
て

一
カ
所
に
集
め
る。

そ
こ
か
ら
陵
ま
で
の
運
搬
路
と
し
て
は
、
水
路
を
掘
削
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の水
路
に

い
か
だ
を
浮
か
べ
、
葺
石
を
乗
せ
て
運
搬
す
れ
ば
、
か
な
り
効
率
よ
く
作
業
が
進
展
す
る
。

古
代
人
が
、
は
た
し
て
実
際
に
こ
う
し
た
方
法
を
採
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
古
墳

の
濠
を
掘
削
す
る
技
術
が
あ
れ
ば、
土
木
的
な
可
能
性
と
し
て
は
十
分
に
あ
り
う
る
こ
t

で
あ
る
。
水
路
の
幅
は
四
灯
と
し
、
途
中
数
カ
所
に
い
か
だ
が
す
れ
違
う
た
め
の
交
叉
部

を
設
り
た

。

い
か
だ
一
台
を
四
人
で
曳
く
と
し
て
計
算
す
る
と
、
水
路
掘
削
も
含
め
て

、

運
搬
作
業
全
体
で
は
延
べ
九O

、

0
0
0
人
の
作
業
員
を
必
要
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

モ
ッ

コ
で
陸
上運
搬
し
た
場
合
は
、
延
ペ
二
二
O

、

0
0
0
人
近
く
も
か
か
り
、
工
費
が

二
・

四
倍
に
も
な
る。

ち
な
み
に
、

〈
葺
石
の
施
工v

葺
石
設
置
時
に
は
、
葺
石
の
噛
み
合
わ
せ
が
よ
く
な
る
よ
う
に
、
裏
込
め
材
と
し
て
切

込
砂
利
な
E

を
充
填
す
る
。

葺
石
の
施
工
密
度
は
、
現
代
工
法
と
同
じ
一
平
方幻
あ
た
り
七
四
個
で
あ
る
。
墳
丘
の

上
で
は
、
人
聞
が
一
個
ず
つ
運
搬
し
、
施
工
個
所
に
押
し
込
む
よ
う
に
し
て
設
置
す
る

。

こ
の
方
法
だ
と
、

一人
一
日

当
た
り

二
四
O
個
（
三
・

二
四
平
方
H
川
）
ず
つ
施
工
す
る
こ

と
に
な
り
、
完
了
ま
で
に
必
要
な
作
業
員
は
延
べ
約
四O

、

0
0
0
人
と
な
る

。

な
お
、
古
代
工
法
に
よ
る
葺
石
工
事
に
要
す
る
延
べ
作
業
員
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る・
採
取
と選
別

・
陵
へ
の
運
搬

j
O

、

0
0
0
人

九
O

、

0
0
0
人

設
置

二
五
、0
0
0
人い

ず
れ
も
概
数
）

⑦
埴
輪
工
事

古
墳
時
代
に
お
け
る
埴
輪
の
製
造
は
、
陵
の
周
辺
で
登
り
窯
状
の
窯
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

円
筒
描
掃
な
ど
は
か
な
り
の
重
量
が
あ
り
、
製
造
場
所
が
遠

い
と
運
搬
に
無
理
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
周
辺
は
居
住
地
域
で
あ
り
、
窯
の
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お
そ
ら
く
宗
教
的
な
意
味
合
い
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
建
設
で
は
、
図
に
も
示
し
た
と
お
り
、
墳
丘
上
で
は
後
円
最
項
部
、
前
方
最
項

部
、
上
段
テ
ラ
ス
、
そ
し
て
下
段
テ
ラ
ス
の
四
列
。
中
堤
で
は
二
列
に
設
置
す
る
。
総
数

一
五
、0
0
0
基
の
内
、
鰭
付
き
円
筒
埴
輪
八O
パ
ー
セ
ン
ト
、
鰭
付
き
朝
顔
型
描
一
輪
二

O

パ
ー
セ
ン
ト
の
比
率
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
五
O
H
ン
灯
間
隔
で
設
置
し
て
い
く
が
、そ
の
施

現代工法による建設

工
に
は
あ
ら
か
じ
め
同
間
隔
の
埋
込
み
穴
を
掘
削
して
お
き
、
描
－
輪
吊
り
装
置
に
よ
っ
て

十
基
ず
つ
（
後
円
部
項
上
で
は
五
基
ず
つ
）
設
置
し
て
い
く
方
法
を
採
用
し
た
。

ま
た
、
捕
婦
の
製
造
は
窯
工
場
に
お
い
て
機
械
ロ
ク
ロ
成
型
、
割
り
型
鋳
込
み
成
型
で

行
い
、
ト
ラ
ッ
ク
で
現
場
ま
で
運
搬
し
、
盛
土t
葺
石
の
進
行
に
合
わ
せ
て
、
順
次
、
下

部
よ
り
設
置
し
て
い
く
。

⑧
施
工
管
理

本
計
画
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
土
砂
採
取
・
運
搬
・
盛
土
を
一
貫
し
た
連
続

工
法
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
工
法
に
よ
る
建
設
の
最
大
特
徴
で
あ
り
、
画
期
的
な

シ
ス
テ
ム
と
い
え
よ
う
。
そ
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
か
つ
効
率
よ
く
運
転
さ
れ
る

一
連
の
シ
ス
テ
ム
の
運
転
制
御
、
及
び
監
視
が
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
各

シ
ス
テ
ム
か
ら
発
生
す
る
情
報
・
記
録
を
集
積
し
、
こ
れ
を
統
計
的
に
処
理
し
、
品
質
管

理
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

た
め
に
は
、

六
、
仁
徳
天
皇
陵
建
設
の
工
期
と
工
費

仁
徳
天
皇
陵
の
建
設
に
要
す
る
工
期
は
、

・
現
代
工
法

二
年
六
カ
月

・
古
代
工
法
十
五
年
八
カ
月

で
あ
る
。
詳
細
は
、
工
程
表
に
示
し
た
。

そ
の
工
期
中
に
必
要
と
さ
れ
る
作
業
員
数
は
、

延
べ
二
九
、0
0
0
人

現
代
工
法

（
一
日
当
た
り
、
ピl
ク
時
で
六
O
人
）

12 13 14 15 16 17 18 I~ーもむ占 22 ~ ~3 24 ~ 25 26 目 27 ~29 ' 30 
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現代工法工程表 （ 単位 ・ 月）

1 0~ヲ「

工事名称、

準備工事

イ主開除根368,6QQm•

コンベアルート据付 2 ,090 m 

土工事

外J蚕熔削・盛土 139, OOOm' 

内通娼削・盛土 599 , 000耐

峯主盗血上盛土 742 ,000附

蔓石工事

葺 石採取 1 4 ,000 t 

同敷設（下段） 34,500rn' 

（ 中段） ?O,OOOrn' 

（上段） 18,000m' 

その他工事
I直輸設置 15,000個
石室工 事

跡片付け

就労者数（人目）

作
業
を
終
え
て

石
と
土
と
い
う
素
材
の
違
い
は
あ
る
が
、エ
ジ
プ
ト
の
ク
フ
王

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
並
ぶ
巨
大
構
造
物
が
、
わ
が
国
の
歴
史
の
曙
期

に
出
現
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
E

有
効
な
生
産
手
段

を
も
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
古
代
、
一
四
O
万
立
方
日
も
の
土
構

造
物
を
建
設
し
え
た
当
時
の
王
権
の
強
大
き
、
人
々
の
エ
、
み
ル
ギ

l

、
そ
し
て
指
導
に
あ
た
っ
た
、
で
あ
ろ
う
技
術
者
た
ち
の
叡
知
に
、 ・

古
代
工
法

設
置
は
不
可
能
だ
が
、
す
「
近
く
で
製
造
で
き
る
も
の
と
仮
定
し
た
。

設
置
個
所
、
及
び
埴
輪
の
種
類
は
、
現
代
工
法
と
同
様
で
あ
る
。
墳
丘
上
へ
の
設
置
は
、

二
人
で
一
基
の
描婦
を
運
び
、
あ
ら
か
じ
め
掘
削
し
た
溝
に
据
え
付
け
、
土
で
埋
め
戻
し

て
固
定
す
る
。

⑧
施
工
管
理

古
墳
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
大
規
模
工
事
の
際
、
ど
の
よ
う
な
施
工
管
理
体
制
が
採
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
墳
造
営
の
技
術
者
と
し
て
は
土
師
部
の
よ
う
な
一
族
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
う
し
た
技
術
者
を
指
導
者
と
し
た
労
務
集
団
が
構
成
さ
れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
技
術
教
育
面
を
除
け
ば
、
施
工
管
理
の
大
半
は
、
一
日
二
、
0
0

0
人
と
い
う
大
労
務
集
団
を
把
握
、
統
率
し
、
い
か
に
効
率
よ
く
作
業
を
さ
せ
う
る
か
に

尽
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
年
香
員
十
人
に
一
人
の
世
話
役
を
配
す
労
務
グ

ル
ー
プ
を
最
小
単
位
と
し
、
そ
れ
ら
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
管
理
さ
れ
る
労
務
編
成
を
行
い
、

組
織
的
に
施
工
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

古代工法による建設

二
O
億
円

七
九
六
億
円

ゴ 142 ヵ月

一一寸匝

延
べ
六
、
八O
七
、0
0
0
人

（
一
日
当
た
り
、
ピI
ク
時
で
二
、0
0
0
人
）

と
な
る
。
た
だ
し
、
描
一
輪
製
造
の
作
業
員
に
つ
い
て
は
、
不
確
定

要
素
が
多
い
た
め
、
除
外
し
た

。

ま
た
、
総
工
費
は

・
現
代工
法

・
古
代
工
法

17 

一一寸一寸5.2 ヵ 月

一一」一

工事名称

準備工事

伐 開 除根368,GOOm' 

些旦.:.I童生
土工事

外濠掘削・盛土 139,000m'

内産婦自IJ ・盛土 599,OOOm 
客土鋸削・盛土 742 .OOOm』

葺石工事

水路掘削

1f石採取・設置

その他工事

I車輪設置

石室工 事

跡片付け

就労者数（人目）

追・この図は現代工法を基本とし‘

古代工法には.. 部分が付加されます

20 

と
見
積
も
っ
た
（
描
語
製
造
費
に
関
し
て
は
、
単
純
な
比
較
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
全
体
の
工
費
か
ら
は
除
外
し
た
が
、
そ
の
費
用

は
現
代
工
法
一
六
億
円
、
古
代
工
法
六
0
・
五
億
円
と
試
算
）
。
工

費
の
詳
細
は
、
別
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
中
に
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
現
代
工
法
、
古
代
工

法
と
も
、
後
円
部
中
心
の
地
下
に
石
室
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
た
め
の
工
期
、
隼
害
貝
数
、
工
費
を
含
め
て
あ
る
。

情唱
輪
製

作

額

現代工法

用地伐開徐根 368 ,OOOm' 397 22 

基 本測 量 368,000m' 283 19 

外 志 掘削 139, OOOm' 2, 768 65 

内 連 f屈削 599 ,OOOm' 10, 782 522 

排水工 事 3,654 15 

客 土 742,000m' 45' 437 556 

葺 石 5' 365,000伯i 1,897 248 

埴 輪 15,000f国 69 46 

石 室 l 式 40 3 

跡片付け I, 904 45 

宿舎等仮設費 ｜式 517 55 

現 場 経 費 I ,536 156 

一 般管 理 費 10,393 262 

（計） (79,677) (2, 014) 

（単位’百万円）
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運搬路f被去 I 6.1 力月
-1!_03 力育一一

1,850 

仁徳、天皇陵施工順序ブローチャート
着工

準備工金

古代工法

量数

ま
た
施
工
順
序
を
検
討
す
る
と
、
古
代
、
現
代
と
も
、
年
来
の

流
れ
仁
大
き
な
違
い
は
な
い
。
土
工
事
の
原
点
は
、
十
五
世
紀
を

経
た
今
日
も
本
質
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
の
が

率
直
な
実
感
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
作
業
が
、
古
墳
に
関
す
る
新
た
な
視
野
を
少
し

で
も
聞
く
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

21 

15 14 13 12 II 10 

46. I ；均月

11. 4カ月

古代工法工程表 （ 単位：年）

I, 100 1, 000コ~耳

工事費見積

｜ 名称 ｜

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
驚
が
く
し
た
。

作
業
を
終
え
て
、
工
期
、
作
業
員
数
、
工
費
に
つ
い
て
比
較
す

る
と
、
現
代
工
法
の
ほ
う
が
飛
躍
的
に
有
利
と
ピ
フ
結
果
が
出
た
。

こ
れ
は
、
人
力
と
機
械
力
の
比
較
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
帰
結
で

あ
ろ
う

。

し
か
し
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
人
力
に
よ
る
き
め
細

か
い
作
業
が
可
能
で
あ
る
分
、
古
代
工
法
が
有
利
と
思
わ
れ
る
点

も
あ
る
。
本
文
中
で
も
触
れ
た
葺
石
工
事
の
品
質
な
E

が
、
そ
の

よ
い
例
ゃ
で
あ
ろ
う
。
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